
２月３日、こども園で節分
の豆まきが行われました。
寒空のなか子供たちの声が
園庭いっぱいに響き渡りま
した。

〒289-0692 香取郡東庄町笹川い 4713－131　電話 0478（86）1111
東庄町議会発行／

令和５年
３月1日
発　行

183第 号

鬼はそと～
コロナもふ

きとばせ！
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第 183 号 12月定例会・第1回臨時会

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
６・
７
日
の
２
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改

正
、
補
正
予
算
等
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。

　　
12
月
定
例
会
初
日
の
６
日
に
は
、
一
般
質
問

を
６
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
７
日
に
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一

部
改
正
、
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件

が
順
次
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
臨
時
会
が
１
月
31
日
に
召
集
さ
れ
、

岩
田
利
雄
町
長
が
８
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、

定
例
会
の
経
過
概
要

定
例
会
の
経
過
概
要

第
１
回
臨
時
会
の
経
過
概
要

第
１
回
臨
時
会
の
経
過
概
要

１２月
定例会

町
政
に
取
り
組
む
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
の
町
議
会
議
員
補
欠

選
挙
で
当
選
し
た
前ま
え
田だ

君き
み
江え

議
員
（
菰
敷
）

を
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員
に
、
岩い
わ

井い

弘ひ
ろ

晃あ
き

議
員
（
龍
神
台
）
を
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
妊
婦
や
出
産
し
た
人
に
５
万

円
ず
つ
を
給
付
す
る
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
事
業
の
費
用
７
８
３
万
円
を
増
額

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
が

順
次
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

前田君江議員

　高騰する電気料金や　高騰する電気料金や
　　新型コロナワクチン接種費用を　　新型コロナワクチン接種費用を
　　　　　　　　　　　　　増額補正　　　　　　　　　　　　　増額補正

岩井弘晃議員

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

前 

田 

君 

江

岩 

井 

弘 

晃

越 

川 

良 

男

栁 

堀 　

 

忠

桜 

井 

荘 

一

土 

屋 

光 

正

佐
久
間
義
房

板 

寺 

正 

範

花 

香 

孝 

彦

大 

網 

正 

敏

高 

木 

武 

男

鈴 

木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

宮 

澤 　

 

健

議　案 
第１号

会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正
…会計年度任用職員についても、一般職の職員に
準じた給与改定を実施するもの。

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

議　案 
第２号

一般会計補正予算（第８号）…出産・子育て応援
交付金事業の費用 783 万円を増額し、補正後の
予算総額を 67 億 2,730 万 1 千円とするもの。

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

第１回臨時会上程議案等議決結果 賛成＝○　反対＝×　議長＝− 
（議長は、採決に加わりません）
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第 183 号12月定例会

12 月定例会上程議案等議決結果

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

越 

川 

良 

男

栁 

堀 　

 

忠

桜 

井 

荘 

一

土 

屋 

光 

正

佐
久
間
義
房

板 

寺 

正 

範

花 

香 

孝 
彦

大 

網 
正 
敏

高 
木 
武 
男

鈴 
木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

宮
澤     

健

議　案 
第35号

職員の定年等に関する条例の一部改正…令和 5
年 4 月 1 日から職員の定年年齢を 60 歳から 65
歳まで段階的に引き上げるとともに、役職定年
制及び定年前再任用短時間勤務制等を導入する
ため、所要の改正をするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第36号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴
う条例の制定…定年の引き上げに伴い、従来の
定年の日以後の職員給与を定めるなど、所要の
整備を行うもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第37号

一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正
…令和 4 年度の人事院勧告に基づき、国・県に
準じた給与及び勤勉手当の改定を行うため、所
要の改正をするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第38号

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部改正…常勤の特別職の期末手当
の支給割合の改定を行うため、所要の改正する
もの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第39号

一般会計補正予算（第 7 号）…高騰している各
施設の電気料金や新型コロナワクチン接種に係
る費用及び東庄病院に対する操出金など合計 1
億 800 万 1 千円を追加し、補正後の予算総額を
67 億 1,947 万 1 千円とするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第40号

国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）…
保険給付費の給付額の増額、保険基盤安定負担
金の交付額の確定に伴う繰入金の増減など合計
8,432 万 3 千円を追加し、補正後の予算総額を
17 億 8,647 万 1 千円とするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第41号

訪問看護ステーション特別会計補正予算（第 2
号）…給与改定に伴い増額補正するもので 14
万 3 千円を追加し、補正後の予算総額を 2,315
万 9 千円とするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第42号

介護保険特別会計補正予算（第 2 号）…計画に
係るアンケート調査費用などの増額補正をする
もので合計 79 万 4 千円を追加し、補正後の予
算総額を 15 億 8,202 万 8 千円とするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案 
第43号

国民健康保険東庄病院事業会計補正予算（第 2
号）…新型コロナウイルス感染症の影響による
医業収益及び医業費用を減額し、病院が安定的
な医療の提供を継続できるよう一般会計からの
繰入金を 3,000 万円増額補正するもので、病院
事業収益を 10 億 8,956 万 9 千円に、病院事業
費用を 11 億 2,015 万 3 千円に、資本的収入を
5,800 万 2 千円とするもの

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

賛成＝○　反対＝×　議長＝− 
（議長は、採決に加わりません）
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第 183 号 中学生議会

11月11日に東庄中学校2年生から13名の代表
が議員となり、模擬議会が行われました。議長
も生徒が務め、12名の一般質問を行い、町長や
各課長が答弁をしました。当日は、他の2年生
の生徒も議場で傍聴を行いました。
（質問内容や答弁は要約しています。）

～中学生議会開かれる～
我が町をより住みやすい町に！声を届けよう。

子育てしやすい環境の整備を
子どもが減少していますが、子育
てしやすい環境を整えるために今
後どのような活動に力を入れ、支
援していく方針か。

健康福祉課長　出産祝金、小中学校入学祝金、近
隣では少ない高校生までの医療費無料など費用の
助成や出産前後の訪問相談活動などを支援してい
ますが、今後も引き続き充実した子育ての支援を
行っていきます。

佐藤心咲議員

観光の方策として５つの提案
観光の提案①駅の美化②コジュリン
等が生息している利根川河川敷のヨ
シの火入れ③「いちご・豚肉」のPR
④花火大会・相撲大会等の開催⑤神

代地区でのホタル観賞イベント　町の展望は。
まちづくり課長　積極的に取り組んでいきます。
①多くの方々と取り組みたい②観光の目玉として
注目③新たなイベントでも実施④未定⑤展望はな
いが、町民と一緒に考えていく。

飯田凌久議員

チャイムの早期改善を
中学校のチャイムが鳴らなくなって
しまい時間を気にしながら行動して
いますので、早期の対応をお願いし
たい。

教育課長　来年度の大規模改修工事で更新します
が、時間を意識した生活を体験する機会を得たと
前向きに捉えた学校生活を送ってください。

上田心斗議員

人口減少の対策は
町は、人口の減少や空き家の増加に
対して、どの様なことを行っている
か。
企画財政担当課長　子育て世代に

は給食費や医療の無償化などの支援を、転入者に
は移住応援資金や補助金を、居住者にはリフォー
ム補助などを行っています。空き地空き家バンク
も活用し、人口増を努力します。

佐藤未来議員

福祉の支援策は
町で暮らすすべての人に対しての福
祉（高齢者・障害者・地域）の具体
的な支援は。
健康福祉課長　障害者には生活の

援助、外出支援、居住支援などを、高齢者には介
護に関する相談や介護予防の視点を重視した事業
を、「見守りネットワーク」を活用し住み慣れた
地域で誰もが安心して暮らしていけるよう支援し
ていきます。

島田紗羽議員

農作物ブランド化の取り組みは
町農産物の「かぶ」「いちご」「豚肉」
のブランド化に向けた町の取り組み
や農業のさらなる振興については。
まちづくり課長　商品登録や積極

的なPR活動、商品開発などをしています。
農政担当課長　有効利用や経営規模拡大、付加価
値の高いブランド化を目指し、「魅力ある農業づ
くり」を町の展望として取り組んでいます。

宮澤美緒議員
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第 183 号中学生議会

中学生議会を終えて

マイナンバーカード取得の利点は
町のマイナンバーカード取得率増
加のためにもカードがあった場合
の利点は。
町民課長　個人の特定を確実かつ

迅速に行えるため、国など行政機関間で情報連携
により事務処理もスムーズになり利便性が向上し
ます。カードの申請によりマイナポイントも受け
取れます。

福田竜正議員

スポーツの推進の方法は　
誰もが生涯を通じて気軽に楽しん
で活動するため、設備の整備やス
ポーツの推進はどのように行って
いくか。

生涯学習担当課長　様々な大会などを開催し、気
軽にスポーツを楽しめる環境づくりを推進し、活
動を支援してまいります。安全に快適に利用でき
るよう施設の維持管理を行ってまいります。

荒野由宇議員

災害に強い町づくりのためには　
授業で「ハザードマップ」や自助・
共助・公助について学習しました
が、災害に強い町づくりのために
どのようなことを行っているか。

総務課長　避難所運営マニュアルを公表しており、
今後はコロナ禍の防災訓練として防災行政無線・メ
ール・SNS等の活用も考えています。住民一人ひと
りが自らの身は自らが守る意識、地域ぐるみの助け
合いの意識、災害時の避難体制の確立などを推進し
災害に強いまちづくりを目指しています。

飯田匠哉議員

東庄病院新改革プランとは　
町の第６次総合計画の「国保東庄
病院新改革プラン」はどのような
ものか。
病院事務長　町民の皆さんに安全

で良質な医療を安定多岐に継続していくための基本
となる計画で4つの目標達成に向け努力しています。
①地域医療構想を踏まえた役割の明確化②経営の効
率化③再編ネットワーク化④経営形態の見直し

石井琉大議員

中学校の改修内容は　
創立50周年を迎えた東庄中学校
が近々改修されるようですが、内
容は。
教育課長　建物の長寿命化をはか

るため、大規模改修工事を来年度に着工予定で
す。外壁の補修と防水塗装工事、屋上防水工事、
窓の交換工事、照明のLED器具交換、校内放送
設備交換等です。

林佑有議員

今後のまちづくりは　
大好きなこの町の１０年後につい
て、どの様な町づくりを進め、魅
力ある町となっていくか。
町長　皆さんが大人になっても住

みたいと思う町、住み続けたいと思う「ふるさと」
であるような魅力ある町にしていきたい。町にも
っと興味を持っていただき、みんなが参加する地
域のつながりづくりを運営してまいります。

髙橋優芽議員

小和瀨幹太議長

議会では、私たち中学生の質問や
提案に対して、町長をはじめとし
た町の人たちが丁寧に答えていた
だき、町の方針を知る事ができま
した。この貴重な体験を学校生活

やこれからの将来に生かしていきたいと思います。

身近な問題である町づくり、教育、
福祉、環境に関することなど様々
な視点を持ち、一般質問をしてい
る中学生の姿に力強さを感じまし
た。この中学生議会を通して、町

行政の仕組みの一端を知り、政治に興味を持って
くれたと思います。将来、東庄町を担う人材が育
つことを期待します。

石橋教育長
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第 183 号 町の考えを問う

山
や ま ざ き

崎 ひろみ 議員

町
民
が
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

我
が
町
の
財
政
状
況
の
現
状
と
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
為
の
来
年

度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
、
町
長
に

伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長　
令
和
３
年
度
の
歳

入
歳
出
差
引
額
、
町
債
残
高
、
財
政
調
整

基
金
は
、
増
加
傾
向
で
す
。
平
成
29
年
度

以
降
は
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
交
付
税
措

置
の
大
き
い
も
の
を
中
心
に
借
り
入
れ
を

し
て
お
り
、
健
全
財
政
を
維
持
で
き
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
長
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
町
内
の
景
気
や
住
民
生
活
の

状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
必
要
な
対
策
を

す
る
②
第
６
次
東
庄
町
総
合
計
画
及
び
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生
東
庄
町

総
合
戦
略
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て
全
力
で

取
り
組
む
③
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

を
勘
案
し
、
よ
り
一
層
住
民
福
祉
・
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
④
国
・
県
の
予

算
情
報
の
収
集
に
努
め
る
⑤
歳
入
面
の
町

税
収
入
の
確
保
、
徴
収
率
の
向
上　
以
上

５
つ
の
方
針
で
す
。

来
年
度
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の

入
園
状
況
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
町
内
私
立
保
育
園
の
新

規
の
申
込
み
児
童
数
は
55
名
で
す
。
年
齢

ご
と
の
ク
ラ
ス
で
待
機
児
童
の
可
能
性
が

あ
る
児
童
は
１
名
い
ま
す
が
、
調
整
中

で
、
受
け
入
れ
枠
を
拡
大
で
き
る
よ
う
協

議
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
の
申
込
児
童
は
55
名
（
町
内

52
名
、
町
外
３
名
）
で
入
園
率
は
年
々
上

昇
し
て
お
り
、
72・９
％
で
す
。

　
保
育
所
等
に
預
け
た
い
と
考
え
る
保
護

者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
町

内
保
育
園
と
連
携
を
密
に
し
、
受
け
入
れ

数
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
無
園
児
」
と
呼
ば
れ
る
保
育
園
や

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳
か

ら
５
歳
児
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長
　
総
数
と
保
育
園
等
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
か
ら
59
名
が「
無
園
児
」

と
思
わ
れ
ま
す
。
育
児
休
業
等
の
家
庭
内

保
育
や
認
可
外
保
育
所
、
企
業
主
導
型
保

育
施
設
の
通
園
な
ど
が
あ
り
町
で
の
把
握

は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
３
歳
ま
で
は
節

目
健
診
等
を
し
て
お
り
、
未
受
診
の
家
庭

に
は
訪
問
を
す
る
な
ど
で
児
童
の
状
況
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
の
実
態
と
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
課
長
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
中
学

校
内
の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
よ
る
不
登
校

の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
充
実
に
よ
り
、
令

和
元
年
度
の
22
名
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

不
登
校
者
数
は
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
石
出
分
館
を
活
用
し
て
お
り
、
月
、

水
、
金
の
週
３
日
間
、
元
教
員
に
よ
る
学

習
支
援
や
体
験
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
利
用
が
あ
り
ま
す
。

「
子
ど
も
、
子
育
て
会
議
」
は
、
課

題
を
吸
い
上
げ
る
た
め
の
意
見
交

換
、
話
し
合
い
の
場
で
あ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長
　
会
議
は
、
町
の
子
育
て

支
援
施
策
の
推
進
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
各
事
業
の
充
実
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
課
題

を
吸
い
上
げ
る
た
め
の
場
と
し
て
は
機
能

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
意
見
交
換
会
な
ど

の
場
は
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

答

入園率が増加しているこども園
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第 183 号

増えたふるさと納税の返礼品

大
お お あ み

網 正
ま さ と し

敏 議員

町
の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
選
考

功
労
者
表
彰
の
選
考
基
準
は

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
以
外

の
選
考
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
課
長
　
未
就
学
児
に
対
す

る
表
彰
規
定
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
大
会

の
規
模
や
成
績
等
に
よ
り
検
討
し
ま
す
。

大
学
生
、
成
人
、
壮
年
者
は
、
全
国
水
準

大
会
８
位
以
内
入
賞
者
が
、
該
当
に
な
り

ま
す
。当

町
に
所
属
し
て
い
な
い
ス
ポ
ー

ツ
協
会
等
の
推
薦
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
課
長
　
本
町
の
在
住
の
方

で
あ
れ
ば
、
推
薦
基
準
を
満
た
し
て
お
り

ま
す
。

芸
術
・
文
化
功
労
者
の
表
彰
規
定

に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
課
長
　
規
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
優
秀
な
成
績
や
功
績
を
残
さ
れ

た
方
の
栄
誉
を
称
え
表
彰
す
る
こ
と
が
、

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
の
で
、
今

後
は
規
定
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。ふる

さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長　
11
月
末
現
在
、
納

税
額
が
２
８
０
万
８
千
円
で
１
５
８
件
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
の
申
込
み
が
主
流

で
、
全
国
の
市
町
村
が
ほ
ぼ
同
じ
や
り
方

で
す
。
昨
年
度
、
県
下
で
納
税
額
が
低
い

の
は
、
返
礼
品
の
種
類
や
品
数
の
少
な
さ

が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長
　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

と
町
内
の
事
業
者
を
結
ぶ
た
め
、「
ふ
る

さ
と
納
税
業
務
代
行
事
業
者
」
と
契
約
し

て
お
り
、
今
年
度
は
、
販
路
拡
大
や
売
り

上
げ
向
上
と
と
も
に
、
町
の
良
さ
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
な
逸
品
を
目
指
し
て
返
礼
品

の
開
拓
を
し
た
結
果
、
11
月
末
の
返
礼
品

の
品
数
が
増
え
、
74
品
に
な
り
ま
し
た
。

答

東
庄
町
議
会

東
庄
町
議
会

詳しくはこちら詳しくはこちら

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

1212
月
定
例
会
・
第

月
定
例
会
・
第
11
回
臨
時

回
臨
時

会
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の

会
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の

で
す
。

で
す
。

全
文
は
、
東
庄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
文
は
、
東
庄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

会
議
録
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

会
議
録
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

町の考えを問う

表彰される生徒たち
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第 183 号 町の考えを問う

越
こ し か わ

川 良
よ し お

男 議員

経
営
強
化
プ
ラ
ン
で
経
営
改
善
に
努
め
る

東
庄
病
院
の
経
営
改
善
対
策
は

東
庄
病
院
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
持

続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
病
院
の
現
在
の
運
営
状
況
と
今
後
の

経
営
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
務
長
　
現
在
内
科
な
ど
の
診
療
、

救
急
医
療
、
訪
問
診
療
、
健
診
事
業
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
公
衆
衛
生
事
業
、
介

護
保
険
事
業
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
を
受

け
、
入
院
・
外
来
患
者
数
が
激
減
し
、
医

業
収
益
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
策
定
中
の
東
庄
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
に
則
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
介

護
医
療
院
へ
の
転
換
と
あ
わ
せ
て
、
医
療

需
要
に
つ
い
て
注
視
し
な
が
ら
経
営
改
善

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
が
制
限
さ
れ
、
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
東
庄
病
院
の
休
日
及

び
夜
間
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
務
長
　
検
査
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
と

な
り
限
定
さ
れ
た
状
況
で
す
が
、
可
能
な

限
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
発
熱
等
の
患
者

で
、
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
す
が
、

引
き
続
き
患
者
様
の
立
場
に
よ
り
添
っ
た

対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東
庄
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
策

定
と
計
画
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
務
長
　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
令
和
４
年

度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

食
育
教
育
に
つ
い
て
、
命
に
直
結

す
る
食
料
の
大
切
さ
と
、
生
命
の

尊
さ
に
つ
い
て
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
教
育
現
場
に
お

け
る
食
に
対
す
る
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
課
長
　
小
中
学
校
で
は
、
栄
養
教
諭

が
中
心
と
な
っ
て
①
中
学
校
で
の
家
庭
科

授
業
と
の
連
携
②
中
学
校
で
の
委
員
会
活

動
と
の
連
携
③
小
中
学
校
の
訪
問
④
家
庭

教
育
学
級
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
調
理
を
見
学
し
、
意
欲
を

持
た
せ
、
親
子
給
食
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
養
う
等
の
食
育
を
進
め
て
い

ま
す
。学

校
給
食
に
お
け
る
、
地
場
産
品

と
外
国
産
農
産
物
の
利
用
状
況
及

び
食
材
の
安
全
性
の
確
認
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
課
長
　
町
内
産
の
食
材
は
、
米
、
豚

肉
、
ベ
ー
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
長
ネ
ギ
、

こ
か
ぶ
、
醤
油
、
チ
ョ
コ
マ
フ
ィ
ン
、

苺
、
古
代
米
の
10
品
目
で
す
。
外
国
農
産

経営改善が期待される東庄病院

地場産品が利用されている学校給食

物
は
、
冷
凍
い
ん
げ
ん
カ
ッ
ト
、
く
る

み
、
レ
ー
ズ
ン
な
ど
で
す
が
、
時
期
に
よ

っ
て
は
国
産
の
も
の
を
使
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ハ
ニ
ー
な
ど
材

料
は
、
外
国
産
で
も
国
内
で
加
工
し
た
も

の
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
食
材
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
業

者
選
定
か
ら
食
品
の
選
定
及
び
購
入
を
行

い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ

て
い
ま
す
。

答
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第 183 号町の考えを問う

運行を開始したデマンドタクシー

高
齢
者
に
よ
り
添
い
実
証
実
験
を
行
う

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
は

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
登

録
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長
　
10
月
３
日
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
利
用
者
登
録
を
依
頼

し
、
２
カ
月
で
２
６
５
人
で
す
。
年
齢
構

成
は
、
20
代
以
下
15
人
、
30
代
２
人
、
40

代
６
人
、
50
代
４
人
、
60
代
17
人
、
70
代

92
人
、80
代
１
１
８
人
、90
代
11
人
で
す
。

運
行
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長
　
ア
プ
リ
や
Ｉ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
電
話
に

よ
る
予
約
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
者
に
は
お
で
か
け
先
で
の
用
途
や
帰
り

の
手
段
な
ど
も
予
約
時
に
一
声
か
け
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
配
車
及
び
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
指
示
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業

務
を
含
め
、
東
庄
タ
ク
シ
ー
と
委
託
契
約

し
、
11
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
11
月
の
利
用
は
、
８
日
間
で
利
用
者

数
は
延
べ
35
人
で
し
た
。

運
行
日
を
火
曜
日
、
水
曜
日
、
土

曜
日
に
し
た
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長
　
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
、
ま
ず
、
お
で
か
け
号
の
運
行
を

し
て
い
な
い
水
曜
日
と
、
休
日
の
う
ち
病

院
や
歯
科
が
診
療
を
行
っ
て
い
る
土
曜
日

が
候
補
に
あ
が
り
、
ス
ー
パ
ー
で
お
買
い

物
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
得
な
火
曜
日
を
加

え
、
３
日
間
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

運
行
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長
　
今
年
度
の
運
行
経

費
は
「
地
方
創
生
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
臨
時
交
付
金
」を
あ
て
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
業
務
は
、
稼
働
日
計

算
で
月
38
万
５
千
円
、
登
録
業
務
は
半
年

間
で
１
０
０
万
円
、
５
０
０
人
の
登
録
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
町
の
公
共
交
通
の
経
費
と
し
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
経
費
と
お

で
か
け
号
の
経
費
を
精
査
し
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
31
日
、
既
に
改
修
が
終

了
し
て
い
る
技
術
室
、
図
書
室
、
図
書
コ

ー
ナ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
改
修
後
は
、

明
る
く
、
使
い
勝
手
も
よ
く
な
り
、
図
書

コ
ー
ナ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
の
場
と

し
て
も
生
徒
達
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
は
、
昭
和
49
年
に
校
舎
が
完
成

し
て
以
来
、
昭
和
63
年
、
平
成
16
年
に
大

規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
以
降
修
繕
を
随

時
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
年
数
の
経
過
に

伴
い
、
再
度
大
規
模
改
修
が
来
年
度
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
生
徒
数
も
３
０
０
人
程
度
と

当
初
に
比
べ
て
、
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
今
後
の
施
設
の
修
繕
の
あ
り
方
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

答

桜
さ く ら い

井 荘
しょういち

一 議員

東
庄
中
学
校
を
見
学

東
庄
中
学
校
を
見
学
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花
は な か

香 孝
た か ひ こ

彦 議員

交
通
安
全
対
策
を
協
議
す
る

青
馬
交
差
点
の
改
良
の
計
画
は

財
政
調
整
基
金
の
状
況
を
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長　
令
和
４
年
度
末
の

残
高
は
12
憶
４
８
１
万
３
千
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
す
。

財
政
力
指
数
※
・
基
準
財
政
収
入
額
※

の
状
況
を
伺
う
。

企
画
財
政
担
当
課
長　

財
政
力
指
数
は
、

平
成
20
年
度
が
ピ
ー
ク
で
０
・
52
、
以
降

は
、
０・
５
を
切
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

財
政
力
指
数
の
下
落
は
、
基
準
財
政
需
要

額
の
増
加
が
、
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
基
準
財
政
収
入
額
は
、
平
成
24
年
度
を

境
に
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
主
に
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
財
政
力
指
数
…
基
準
財
政
収
入
額
を
基

準
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
ら
れ
る
数
値

※
基
準
財
政
収
入
額
…
町
税
、
交
付
金
、

譲
与
税
な
ど
の
数
値
が
算
定
基
礎
と
な
る

北
ル
ー
ト
※
・
国
道
３
５
６
号
バ
イ

パ
ス
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
北
ル
ー
ト
は
、
国
道

と
の
交
差
点
の
改
良
工
事
や
こ
線
橋
か
ら

羽
計
に
向
か
っ
て
右
側
の
法
面
工
事
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
道
３
５
６
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
黒
部
川
に
新
し
く
架
け
る
橋
の
上
部

工
事
と
河
口
堰
付
近
の
道
路
改
良
工
事
を

実
施
し
て
お
り
、
北
ル
ー
ト
と
と
も
に
県

が
、
令
和
５
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

※
北
ル
ー
ト
…
一
般
県
道
下
総
橘
停
車
場

東
城
線町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と

は
。

企
画
財
政
担
当
課
長　

現
在
は
、「
道
の

駅
」
な
ど
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
橘

小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
に
と
っ
て
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
施
設

と
は
何
か
を
こ
れ
か
ら
も
町
単
独
で
は
な

く
、
企
業
の
力
を
借
り
た
形
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

町
長　
以
前
に
「
道
路
網
整
備
に
合
わ
せ

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
４
年
で
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
優

先
し
て
少
子
化
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
町
民
の
生
活
の
中
に
活
気
を
生

む
施
設
の
整
備
が
、
必
要
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
道
の
駅
構
想
も
視
野
に
入
れ
、
十

分
に
検
討
を
重
ね
安
全
性
や
利
便
性
・
有

利
性
な
ど
条
件
が
整
え
ば
着
手
し
ま
す
。

接
道
す
る
町
道
の
整
備
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
北
ル
ー
ト
開
通
に
備

え
て
、
接
続
す
る
羽
計
・
羽
計
台
か
ら
東

庄
病
院
に
抜
け
る
道
路
は
、
今
ま
で
道
路

改
良
工
事
に
よ
る
拡
幅
工
事
を
接
続
す
る

町
道
も
あ
わ
せ
て
整
備
し
て
参
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
石

出
堰
に
向
か
っ
て
拡
幅
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
県
道
ま
で
の
区
間
を
計

画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
北
ル
ー
ト
の
開
通
に
伴
う
主
道
路
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
信
号
機
の
設
置
を
含
め

必
要
と
な
る
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
県

と
警
察
で
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

青馬交差点

青
馬
交
差
点
の
改
良
の
計
画
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
中
学
生
の
通
学
路
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
交
差
点
の
形
が
悪

い
た
め
、
毎
年
県
と
町
で
連
絡
調
整
会
議

に
お
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
果
、
町
道
の
拡
幅
工
事
や
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
し
、
中
学
生
が
横
断
し
や
す
い

よ
う
に
歩
行
者
等
の
た
ま
り
場
を
作
り
ま

し
た
。
交
差
点
の
更
な
る
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
今
後
も
県
と
町
で
連
携
し
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
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可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

石
出
堰
親
水
公
園
の
活
用
は

石
出
堰
親
水
公
園
（
以
下
「
親
水

公
園
」）
の
目
的
、
維
持
管
理
の
経

費
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

親
水
公
園
は
、
石

出
堰
の
堤
体
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
県
が

た
め
池
の
改
修
を
す
る
と
と
も
に
、
水
辺

空
間
や
自
然
を
生
か
し
地
域
の
皆
様
の
交

流
・
憩
い
・
散
策
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
整
備
を
し
ま
し
た
。
除

草
、
剪
定
等
で
約
３
４
５
万
円
、
ト
イ
レ

の
管
理
、
水
道
、
電
気
代
等
で
約
25
万
円
、

合
計
で
年
間
３
７
０
万
円
程
維
持
管
理
に

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
利
用
者
数

等
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
方

な
ど
が
散
歩
等
で
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
利
用
者
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
自
然
体
験
活
動
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
課
長　
小
学
校
１
年
生
は
ス
ポ
ー
ツ

広
場
で
季
節
の
植
物
や
昆
虫
の
観
察
、
５

年
生
は
少
年
自
然
の
家
で
の
自
然
体
験
活

動
、
中
学
校
１
年
生
は
筑
波
実
験
植
物
園

の
見
学
、
２
年
生
は
足
尾
銅
山
環
境
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
環
境
学
習
や
片
品
村
で
の

林
間
学
校
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

１・２
年
生
は
利
根
川
河
川
敷
で
、
コ
ジ
ュ

リ
ン
・
オ
オ
セ
ッ
カ
な
ど
の
観
察
や
ワ
ン

ド
で
の
魚
介
類
の
採
取
等
自
然
観
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

親
水
公
園
で
の
写
生
大
会
や
自
然

生
物
の
観
賞
等
自
然
体
験
活
動
を

行
う
こ
と
は
可
能
か
。

教
育
課
長　
写
生
大
会
は
、
小
中
学
校
に

お
い
て
授
業
時
数
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
実
施

は
難
し
い
状
況
で
す
。
自
然
体
験
活
動
は
、

湧
水
地
と
い
う
湿
地
で
あ
り
、
周
辺
が

木
々
に
覆
わ
れ
ハ
チ
や
ヘ
ビ
な
ど
の
危
険

動
物
の
生
息
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。
ま
た
児

童
生
徒
の
交
通
手
段
を
検
討
し
た
り
、
ト

イ
レ
の
数
な
ど
の
整
備
状
況
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

親
水
公
園
を
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
学
ぶ
場
と
し
て
継
続
的
に
活
用

で
き
な
い
か
。
自
然
体
験
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

学
校
教
育
に
お
い
て
自
然
体

験
は
と
て
も
重
要
な
活
動
と
認
識
し
て
お

り
、
自
然
豊
か
で
あ
り
、
利
根
川
の
河
川

の
源
流
で
も
あ
る
親
水
公
園
に
つ
き
ま
し

て
も
、
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
親
水
公
園
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
触
れ
合
う
環
境
を

つ
く
り
、
豊
か
な
心
を
育
む
学
び
の
場
と

し
て
、
今
後
、
学
校
教
育
・
生
涯
教
育
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

親
水
公
園
は
生
物
植
物
な
ど
の
育

成
の
場
所
と
し
て
適
切
な
場
所
、

町
内
一
般
有
志
の
力
を
借
り
て
憩
い
の
親

水
公
園
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

用
地
を
借
り
る
こ
と
は
可
能
か
。
町
で
支

援
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

地
元
の
方
や
専
門

家
な
ど
の
意
見
を
伺
い
、
堰
の
管
理
や
親

水
公
園
内
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ば
さ
な

い
場
合
で
、
責
任
を
も
っ
て
維
持
管
理
が

で
き
る
団
体
等
で
あ
れ
ば
、
親
水
公
園
の

一
部
を
借
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
有
効
な
活
用
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
町
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

答

板
い た で ら

寺 正
ま さ の り

範 議員
活用が期待される親水公園
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東庄町住民福祉大会

仕事始めの儀
香取郡市名刺交換会
香取郡市町議会議長会定例会
東庄町農業振興地域整備促進協議会
東庄町二十歳の門出

21日
22日

　〃　
24日
28日
29日

6日
7日

　〃　
17日

4日
6日

　〃　
　〃　

8日

１月

9日
20日
23日
24日
26日

　〃　
30日
31日

　〃　

3日
6日
9日

10日
　〃　
　〃　

13日

東庄町消防団消防出初式
東庄町学校給食調理業務委託業者選定委員会
東庄町地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会
後期高齢者医療広域連合議会運営協議会・全員協議会
議会広報編集委員会
議会運営委員会
東庄町PTA連絡協議会教育講演会
議会第1回臨時会
議会全員協議会

東大社節分祭
東庄町介護保険運営協議会
東庄町水道運営審議会
香取郡市町議会議長会議長・副議長・局長会議
東庄町社会教育委員会議兼公民館運営審議会
東庄町図書館協議会
後期高齢者医療広域連合議会3月定例会

【議長・議員が出席した主な行事】

２月

11月

12月

議 会 活 動 日 誌

仕事始めの儀仕事始めの儀 東大社節分祭東大社節分祭

　
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
の
時

期
は
、
様
々
な
事
が
新
し
く
動
き
出

す
節
目
と
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
事
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
末
、
町
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
が
執
行
さ
れ
新
た
に
２
名
の
町
議

会
議
員
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
方
に
と
っ
て
は
大
き
な
節
目

と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
す
べ
て
は

町
民
の
為
に
と
熱
い
思
い
を
持
っ
て

町
政
に
参
画
さ
れ
る
そ
の
姿
は
、
私

と
し
て
も
あ
ら
た
め
て
初
心
に
帰
っ

て
取
り
組
む
と
の
思
い
を
持
つ
節
目

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
に
は
、
町
議
会
本
議

会
の
ビ
デ
オ
配
信
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
と
合
わ
せ

て
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
節

目
の
年
と
も
な
り
ま
す
。

　
皆
様
よ
り
ご
意
見
ご
要
望
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
栁
堀　
　
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

花　
香　
孝　
彦

佐
久
間　
義　
房

桜　
井　
荘　
一

栁　
堀　
　
　
忠

越　
川　
良　
男

３月定例会は、３月７日（火）３月定例会は、３月７日（火）
から開会予定です。から開会予定です。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用・手指消毒・本会議場の換気を徹底いたします。

議会は議会は傍聴できます傍聴できます


